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1.Facts



出典：人口問題研究所　人口動態資料集　 2024年版　表４－５  主要先進国の合計特殊出生率： 1950~2022

https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2024.asp?fname=T04-05.htm　(2024.0807閲覧)
　

合計特殊出生率は低下している

合計特殊出生率の推移 5歳から49歳までの1
人の女性が一生の
間に産む子供の数



2.先行研究



合計特殊出生率低下の要因

出典：「日本の出生率低下の要因分析：  実証研究のサーベイと政策的含意の検討」伊達雄高・清水谷諭 (2024.0818閲覧) 
　　　　http://xplala.aa0.netvolante.jp/XXGroupTN/abc2004.pdf

伊達と清水谷(2004)によると、1970 年代以降の出生率低下
の主な要因の１つに、未婚率の増加があるとした。

→合計特殊出生率の低下を未婚化に着目して研究する



未婚化 生涯未婚率  : 50歳時点で一度も結婚をしたことのない人の割合
　　　　  　  45歳～49歳と50 歳～54 歳の未婚率の平均値

出典：国立社会保障・人口問題研究所＞人口統計資料集 2024年版＞Ⅳ .結婚・離婚・配偶関係人口 https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2024.asp?fname=T06-23.htm
（2024.0814閲覧）
[生涯未婚率 ]　内閣府男女共同参画局　資料１　 https://www.gender.go.jp/kaigi/senmon/kansieikyo/iken/pdf/200909-2.pdf１(2024.11.13閲覧)

(%)
(%)

     　  生涯未婚率は上昇している

(年) (年)

https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2024.asp?fname=T06-23.htm%EF%BC%882024.0814%E9%96%B2%E8%A6%A7%EF%BC%89
https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2024.asp?fname=T06-23.htm%EF%BC%882024.0814%E9%96%B2%E8%A6%A7%EF%BC%89


平均初婚年齢の上昇

出典：厚生労働省　第1節　高齢化の伸びの鈍化と人口減少　図表 1-1-9　婚姻年齢の推移  https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/19/backdata/01-01-01-09.html　(2024.0815閲覧)

(歳) (歳)

平均初婚年齢は上昇している



出産年齢の遅れ

出典：厚生労働省  人口動態調査令和 4年人口動態統計（確定数）の概況  第4表 母の年齢(5歳階級)・ 出生順位別にみた出生数
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei22/index.html　をもとに加工して作成（ 2024.0815閲覧）

 

35-39歳で出産をする女性は増加している。
→平均初婚年齢の遅れに伴い、出産年齢も遅れている。

(年)

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei22/index.html


　　 →25-39歳の未婚率に着目する

・15-24歳は学生が含まれており、出産数が少ない
・母体年齢における出産率は39歳頃を境に急激に低下する

合計特殊出生率に影響する年代の未婚率

出典：厚生労働省  人口動態調査令和 4年人口動態統計（確定数）の概況  第4表 母の年齢(5歳階級)・ 出生順位別にみた出生数
　　　https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei22/index.html　をもとに加工して作成（ 2024.11.13 閲覧）
　　　日本産婦人科医会　１．妊娠適齢年令 (2024.11.13閲覧)　　https://www.jaog.or.jp/lecture/1-%E5%A6%8A%E5%A8%A0%E9%81%A9%E9%BD%A2%E5%B9%B4%E4%BB%A4/

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei22/index.html


25-39歳男性未婚率の推移　 　25-39歳女性未婚率の推移

出典：「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国 勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表  配偶関係（4区分）＞（5歳階級）
              ＞男女別15歳以上人口  － 全国（大正9年～令和2年）を元に加工して作成 (2024.0816閲覧)

25‐39歳男性未婚率は上昇傾向にある 25‐39歳女性未婚率は上昇している

政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国 勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表  配偶関係（4区分）＞年齢（5歳階級）
＞男女別15歳以上人口  － 全国（大正9年～令和2年）を元に加工して作成 (2024.0812閲覧)　



3.回帰分析



合計特殊出生率と未婚率の関係を調べる分析

y(合計特殊出生率)=2.59406-2.64345×(男性未婚率(25-39歳))
t値：－11.7455　補正R2：0.931953

y(合計特殊出生率)=2.662351-0.03891×(女性未婚率(25-39歳))
t値：－3.87001　補正R2：0.499589

合計特殊出生率と男性未婚率(25-39歳)　1950~2020年(5年毎)

5%有意

5%有意

合計特殊出生率と女性未婚率(25-39歳)　1950~2020年(5年毎)

出典：[合計特殊出生率 ]　「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞人口動態調査＞ファイル＞人口動態統計・確定数　出生　第 4表-1　年次別に見た出生数・出生率（人口千
対）・出生性比及び合計特殊出生率　 (2024.0812閲覧)　
 [男性未婚率 (25-39歳）] 「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国 勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表  配偶 関係（4区分）＞年齢（5歳階級）
＞男女別15歳以上人口  － 全国（大正9年～令和2年）を元に加工して作成 (2024.0812閲覧)
[女性未婚率 (25-39歳）] 「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国 勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表  配偶関係（4区分）＞年齢（5歳階級）＞
男女別15歳以上人口  － 全国（大正9年～令和2年）を元に加工して作成 (2024.0812閲覧)



未婚率上昇の要因 

＜先行研究＞

松田(2016)は、日本では、非正規雇用者や失業率の増加という若
年雇用の悪化が未婚化をもたらすことを明らかにした。

→未婚率と若年層の完全失業率の関係を分析していく

出典：松田茂樹　 ”アジア諸国の未婚化の要因　ー日本・韓国・シンガポールにおける若年雇用と結婚経験の関連ー ”　中京大学　『中京大学現代社会学部紀要』  第9巻 第2号 抜 刷　1頁　

           2016年3月https://www.chukyo-u.ac.jp/educate/gendaisyakai/results/2016/2016_0902_01matsuda.pdf (2024.0805閲覧)　　　　　

 
「労働力人口」に占める
「完全失業者」の割合

https://www.chukyo-u.ac.jp/educate/gendaisyakai/results/2016/2016_0902_01matsuda.pdf


完全失業率の推移

出典：[男性完全失業率 (25-39歳）]「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表　　　番号 3-4 年齢階級 (5歳階級)別完全失業者数及び完全失業率 (2024.0813閲覧)
　　　「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号 3-2 年齢階級（5歳階級）　　　別労働人口及び労働力人口比率をもとに加工して作成 (2024.0813閲覧)
　　　[女性完全失業率 (25-39歳）]「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表　　　番号 3-4 年齢階級 (5歳階級)別完全失業者数及び完全失業率 (2024.0813閲覧)
　　　「政府統計の総合窓口 (e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号 3-2 年齢階級（5歳階級）　　　別労働人口及び労働力人口比率をもとに加工して作成 (2024.0813閲覧)

 

(%) (%)

1970年に比べて、上昇傾向にある

男性完全失業率 (25-39歳) 女性完全失業率 (25-39歳)



完全失業率と未婚率の関係を調べる分析

yi(男性未婚率(25-39歳))=0.211525+0.057235xi(男性完全失
業率(25-39歳))
t値：5.9102785　補正R2：0.772372

男性完全失業率と男性未婚率(25-39歳)　1950~2020年(5年毎)

 

yi(女性未婚率(25-39歳))=4.416159+8.722995xi(女性完全失
業率(25-39歳))
t値：6.80524　　補正R2：0.819205

女性完全失業率と女性未婚率(25-39歳)　1950~2020年(5年毎)

5%有意

5%有意

出典：[男性未婚率(25-39歳）] 「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表 配偶関係（4区分）＞年齢（5歳階級）＞男女別15歳以上人口 － 全国（大正9年～令
和2年）を元に加工して作成(2024.0812閲覧)　
　[男性完全失業率(25-39歳）]「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-4 年齢階級(5歳階級)別完全失業者数及び完全失業率(2024.0813閲覧)
「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-2 年齢階級（5歳階級）別労働人口及び労働力人口比率をもとに加工して作成(2024.0813閲覧)

         [女性未婚率(25-39歳）] 「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表 配偶関係（4区分）＞年齢（5歳階級）＞男女別15歳以上人口 － 全国（大正9年～
令和2年）を元に加工して作成(2024.0812閲覧)　
　[女性完全失業率(25-39歳）]「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-4 年齢階級(5歳階級)別完全失業者数及び完全失業率(2024.0813閲覧)
「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-2 年齢階級（5歳階級）別労働人口及び労働力人口比率をもとに加工して作成(2024.0813閲覧)
 



yi(女性未婚率(25-39歳))=-0.20339+0.129882xi(男性完全失
業率(25-39歳))
t値：7.350626　補正R2：0.84135

男性完全失業率と女性未婚率(25-39歳)　1950~2020年(5年毎)

yi(男性未婚率(25-39歳))=0.194281+0.081064xi(女性完全失
業率(25-39歳))
t値：8.616748　補正R2：0.879877

女性完全失業率と男性未婚率(25-39歳)　1950~2020年(5年毎)

5%有意

5%有意

出典：[女性未婚率(25-39歳）] 「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表 配偶関係（4区分）＞年齢（5歳階級）＞男女別15歳以上人口 － 全国（大正9年～令
和2年）を元に加工して作成(2024.0812閲覧)　
　[男性完全失業率(25-39歳）]「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-4 年齢階級(5歳階級)別完全失業者数及び完全失業率(2024.0813閲覧)
「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-2 年齢階級（5歳階級）別労働人口及び労働力人口比率をもとに加工して作成(2024.0813閲覧)

         [男性未婚率(25-39歳）] 「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞組織から探す＞総務省＞国勢調査＞時系列データ＞男女、年齢、配偶関係＞第４表 配偶関係（4区分）＞年齢（5歳階級）＞男女別15歳以上人口 － 全国（大正9年～
令和2年）を元に加工して作成(2024.0812閲覧)　
　[女性完全失業率(25-39歳）]「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-4 年齢階級(5歳階級)別完全失業者数及び完全失業率(2024.0813閲覧)
「政府統計の総合窓口(e-Stat)」統計データを探す＞ファイル＞労働力調査＞基本集計　全都道府県＞長期時系列データ＞表番号3-2 年齢階級（5歳階級）別労働人口及び労働力人口比率をもとに加工して作成(2024.0813閲覧)
 



重回帰分析

y(合計特殊出生率)=2.783742+0.011582x1(女性未婚率(25-39
歳))‐3.88638x2(男性未婚率(25-39歳))
t値：女性未婚率 1.592204  男性未婚率  -4.81061
補正R2：0.879877

y(合計特殊出生率)=2.070148‐0.34499x1(女性完全失業率

(25-39歳) )‐0.104769x2(男性完全失業率(25-39歳))
t値：女性完全失業率 -2.87996  男性完全失業率  1.169619
補正R2：0.794861

男女の未婚率と合計特殊出生率

5%有意

5%有意

男女の完全失業率と合計特殊出生率



y(合計特殊出生率)=2.805255+0.009491x1(女性完全失業率(25-39
歳))-3.99359x2(男性完全失業率(25-39歳) )+0.011114x3(女性未婚率
(25-39歳) )+0.015072x4(男性未婚率(25-39歳) )
t値：女性完全失業率　0.066639　男性完全失業率　0.138879
　　 女性未婚率 　　   0.580679　男性未婚率  －1.94993
補正R2：0.926230354

男女の未婚率と合計特殊出生率

10%有意

重回帰分析



合計特殊出生率　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

男性・女性ともに完全失業率が合計特殊出生率に影響している
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

回帰分析の結果から

完全失業率を下げるためには？

女性完全失業率

男性未婚率 男性完全失業率

↓



完全失業率を下げるには？

雇用のミスマッチを解決する
※求職者側のスキルや雇用条件と企業のニーズが合わないこと

自分に合う仕事に就くことで、失業率を下げる

自分に合う仕事を見つけるには、どうするべきか？

若年層からのキャリア教育

出典：内閣府『日本経済 2014-2015』 (2024.0816閲覧)  https://www5.cao.go.jp/keizai3/2014/0113nk/nk14/n14_2_1.html



キャリア教育を提唱するのはなぜ？

出典：中学校・高等学校キャリア教育の手引き（ 2023年3月）文部科学省  https://www.mext.go.jp/content/20230606-mxt_jidou01-000030273_001.pdf (2024.0810閲覧)

新規学卒者のフリーター志向の広がり、

若年無業者の増加、若年者の早期離職傾向などが問題

学校教育と職業生活との接続に課題がある

キャリア教育の提唱

https://www.mext.go.jp/content/20230606-mxt_jidou01-000030273_001.pdf


キャリア教育の目的

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態
度を育てることを通して、キャリア発達を促す。

出典：「文部科学省　中学校・高等学校キャリア教育の手引き（2023年3月）」　ttps://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/mext_00010.html(2024.0816閲覧)

情報収集能力情報収集能力 選択能力 職業理解能力

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/mext_00010.html


キャリア教育を行う時期

• 実社会に出て働くことの意味を考える
• どんな職業があるのかを知り、どんな職業に就きたいのかを考え
る

　　

出典：文部科学省　小学校キャリア教育の手引き　第３章　中学校におけるキャリア教育の実践　第１節　中学校によるキャリア発達
　　　 (2024.0816閲覧)　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm

キャリア教育を小学校段階から発達段階に応じて実施する
必要がある。



４．リサーチクエスチョン



キャリア教育は合計特殊出生率に
影響を及ぼすか？



キャリア教育 完全失業率↓ 未婚率↓ 合計特殊出生率↑

仮説 



5.私たちが考えるキャリア教育



低学年 (1.2年生)
〇自分の好きなこと、得意なことを知る

〇自分の気持ちや意見を伝える
〇自分の良いところを見つけ、自信をもつ

中学年 (3.4年生)
〇生徒自身で将来について擬似体験をし、人生を選択することで

キャリアプランをイメージできるようにする

高学年 (5.6年生)
〇規範意識を持ち、社会におけるルールや相手との約束を守るなど信頼される行動をする

〇人のために働くことの良さを学ぶ

中学生
〇様々な人との関わりを通じて、勤労観・家庭観を形成する

キャリア教育の段階

出典：小学校キャリア教育の手引き(改訂版)　(2024.10.10閲覧)　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm　

　　　文部科学省「中学校・高等学校キャリア教育の手引き（改訂版）」(2024.0927閲覧)　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/mext_00010.html



９年間のゴール

・仕事に対して興味を持つ

・人間関係を形成できる

・将来の夢や目標の獲得

・人のために働くことの良さを理解する

→現在のキャリア教育を補う政策を考えていく



低学年(1.2年生)



求められる能力

〇自分の好きなことが言える

〇自分の気持ちや意見を伝える

〇自分の良いところを見つけ、自信をもつ

〇友達の気持ちを考える

〇身近な人々の生活に関心をもち、積極的に関わる　                                           

出典：小学校キャリア教育の手引き(改訂版)　(2024.10.10閲覧)  https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm　



実践例：友達いっぱい ─学級のともだちと仲良くなろう─

出典：小学校キャリア教育の手引き(改訂版)　(2024.10.10閲覧)  https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2012/05/17/1320716_03.pdf　



実践例に対する問題点

・互いに発表しあっているだけの状態であり、対話が不足している

・時間いっぱい話すなどのルールが決められていない

・目を見て話す・相槌を打つなどの相手への敬意が不足している



● 将来どんな大人になりたいか
● 将来どんな職業に就きたいか
● 趣味、最近楽しかったこと
● 今日見つけた相手のいいところ　など

ペア対話やグループ共有

内容

帰りの会に3分ほどの時間を設け、先生が指定したお題に対し自分の
意見を発信し、仲間と交流する

詳細

例

提案するキャリア教育



● 対話によってコミュニケーション能力を身につける

● 対話に積極的に参加することや自分の話に対してリアクションしてもらうことで

自分の意見に自信を持つことができる

● 自分を知ることに繋がる

効果

● 時間いっぱい話す
● 相手の気持ちを考える（相手の目を見て話す、うなずく、返事をする）
● 感想を言う　　　　　                                             などの約束事を作る

条件



中学年（3.4年生）



求められる能力

〇いろいろな職業や生き方があることが分かる

〇将来の夢や希望をもつ

〇計画づくりの必要性に気づき、作業の手順が分かる

〇自分の仕事に対して責任を感じ、最後までやり通そうとする

出典：「小学校キャリア教育の手引き(改訂版)」 (2024.10.10閲覧) 　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm　



実践例: キャリアパスポート（総合の授業）

キャリアパスポートとは
　各学年の始まりと終わり、学期末に児童生徒
　が自分の学習状況を振り返り、自分自身の
　変容や成長を自己評価できるようにするもの

　＜記入例(3年生の場合)＞
　　・振り返り

　　・自分のいいところ

　　・4年生になったら頑張りたいこと、目標

　　　(学習、学校生活、家庭、地域)
　

出典：文部科学省「小学校キャリア教育の手引き(改訂版)」　(2024.10.14閲覧)　https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/143/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2019/02/20/1413594_003.pdf



実践例に対する問題点

・毎年学期ごとに目標を立てているだけでは、将来の人生設計に   　
ついてイメージがつかない、見通しが利かない

→いろいろな職業や生き方があることを知ったり、将来の夢や

　希望を持ったりする能力が養われてない



● 実際にゲームで自分のライフプランをイメージして、様々な職業や生
き方があることを知ることができる

● 自分の人生をイメージし、未来に夢や希望を持つことができる

未来体感ゲーム（総合の授業）

内容

1年をかけて、家庭科や道徳の授業で学んだことを活かして、グループでマスを作成し、
互いに意見を出し合うことで、そのマスの項目について理解を深める。
また、作成したマスで実際に遊ぶことで、人生には様々な選択があることを学ぶ。

詳細

効果

提案するキャリア教育



未来体感ゲーム

項目 内容

職業選択 職業・職種、業務内容、年収、勤務地、雇用形態

結婚か未婚 結婚することと未婚のそれぞれのメリット、デメリット

マイホーム建てるか建てないか 家を建てるのにかかる費用

子供を産むか産まないか 子供の人数、養育費、教育費

進学or就職 進学と就職の違い



高学年（5.6年生）



求められる能力

〇規範意識を持ち、社会におけるルールや相手との

　約束を守るなど信頼される行動を取ろうとする

〇施設・職場見学等を通し、働くことの大切さや苦労

　が分かる

〇思いやりの気持ちをもち、相手の立場に立って考え行動しよう　とす
る

参照：「小学校キャリア教育の手引き(改訂版)」　(2024.10.10閲覧) https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm



実践例①：工場生産を支える人々

参照：「小学校キャリア教育の手引き(改訂版)」　(2024.10.14閲覧) https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm



実践例②：働くことの意義

参照：「小学校キャリア教育の手引き(改訂版)」　(2024.10.14閲覧) https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm



実践例に対する問題点

・働くことの大切さや苦労などを理解することができていない

・社会におけるルールを守るなどの規範意識が養われていない

・家庭観(周りの人のために働くことの良さ)を養う教育が

   できていない



職場見学＋α
内容

● 職場までの経路計画や時間管理を行う
● 役割探し
● 家族へのインタビュー

詳細

● 職場体験先までの行き方や、時間管理などを行うことで規範意識を育
むことができる

● 家族へのインタビューから、働くことの大切さや苦労を学ぶことができ
る

効果

提案するキャリア教育①



地域の高齢者との関わり

１：コミュニティーセンターで困りごとのヒアリング

２：お悩みを解決するために、計画を立てる

３：お悩みを解決することで、人の為に働くことの意義を見出す

詳細

相手の立場に立って課題を解決することで、思いやりの気持ちや、人の
ために働くことの良さを学ぶことができる

内容

効果

提案するキャリア教育②



中学生



求められる能力

〇自己肯定感の醸成と自己有用感の獲得

〇体験等を通して、勤労の意義や働く人々の様々な想いが分かる

〇将来の夢や職業を思い描き、自分のふさわしい職業や仕事への

　関心・意欲を高める

〇自己の個性や興味関心等に基づいて、より良い選択をしようとする

〇様々な職業の社会的役割や意義を理解し、自己の生き方を考える

出典：　文部科学省「中学校・高等学校キャリア教育の手引き（改訂版）」(2024.0927閲覧)　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/mext_00010.html



中学生キャリア教育の意義

• 自己理解を深め、望ましい勤労観を育成することができる

• 異世代間を含めたコミュニケーション能力の向上を図ることができる

• 実際的な知識や技術を学び、社会的なルールやマナーを体得する
ことができる

• 社会の構成員として、共に生きる心を養い、社会奉仕の精神を養うこと
ができる

出典：　文部科学省「中学校キャリア教育の手引き（改訂版）」(2024.0927閲覧)　https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2011/06/16/1306818_04.pdf



問題点

・自己肯定感、自己有用感が養われていない

　→自分は社会に貢献できる人間であるということを自覚し、

　　社会の為に役立とうとする能力が養われない



出典：「国立政策教育研究所　令和 6年度　全国学力・学習状況調査　報告書」 (2024.10.18閲覧)　https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/data/24qn.pdf

Q.自分には良いところがあると思いますか？



職場体験の事前学習

内容

● 総合の授業で自分を知るためにエントリーシートを作成し、それをもとに自分に合
う職場体験場所を決める

● 自分の家族がどのように社会の役に立っているかをインタビューする

詳細

● エントリーシートを作成し、今までに自分がどのような場面で社会の役に立ってき
たかを知ることで、自己肯定感・自己有用感を養う

● 実際に家族にインタビューをすることで、「自分も役に立ちたい」という勤労観や
「自分の家族を持ち支えたい」という家庭観を養う

効果

提案するキャリア教育



エントリーシート

家族へのインタビューで養った勤労観や家庭観をもとに考える

家族の手伝いや委員会・部活動など様々な場面で、自分が
どのように活躍し、社会の役に立てきたかを考える

（任意）



以上の政策を行うことで、

完全失業率が下がる

合計特殊出生率が上がる

未婚率が下がる

雇用のミスマッチが減る

勤労観・家庭観・自己肯定感・自己有用感を養う

自分が社会・周りの人に必要とされていて、支えられて
いることを知ることで、

自分も家族を持って人を支える側になろうと思う



6.ヒアリング



ヒアリング結果

こども家庭庁　長官官房少子化対策室 少子化対策調整係　馬場様,望月様,加藤様にお話を伺った

(2024.10.31　11時～11時30分　Google Meetにて)

• 政策については賛成

• 自己肯定感・自己有用感が高まると、他人のことも尊重できるため結婚につながる

• キャリア教育は就業だけでなく人生設計についても含まれているため、

その必要性を若い人たちに理解してもらうことは重要である

私たちの考えた政策は、実現可能性があると考える



指摘点

改善案

キャリア教育を考えるにあたって、人生はいつでもプランを描きなおすことはでき
るので、社会に出てから自分らしく柔軟に考えていくことが大切

未来体感ゲームを高学年、中学生と継続的に行う。
高学年は、働くことの大切さと大変さの理解に重きを置いて教育を行う。
中学生は、現実的探索と暫定的選択の時期であることに重きを置いて教育を行う。

考えたライフプランと実社会をどうすり合わせるのかを考える教育を継

続して行うことに留意する



仕事と出産・育児の両立は難しいのではないか？

時代の変化によって、企業は育休・産休を男女問わず推奨してお
り、キャリアと子育ての両立ができる世の中になっている。

指摘点

出典：厚生労働省　令和4年度雇用均等基本調査　図2　育児休業取得率の推移　(2024.1107閲覧) https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-r04/07.pdf　



7.結び



● 合計特殊出生率に影響を及ぼすキャリア教育を考案した。

● 小学校段階から各学年ごとのキャリア教育を実施することで、自分に合った
仕事に就くために必要な能力や勤労観・家庭観・自己肯定感・自己有用感
が養われ、合計特殊出生率に正の影響を及ぼすのではないかと考える。

● しかし人生の選択は、経験と出会いによって変化していくため、その時々で
柔軟にキャリア教育を考えることに留意する。


